
コーンの米国での位置
たが、それでも05年に63.9%とトップの座を
維持している。３大穀物の合計輸出量に占め
る割合は53.6%もある。
③国内消費：米国はまた世界最大のコーン
消費国である。05年の国内消費はその生産量
の80%にも達した。最大の国内消費は飼料で
あり、同53.2%に当たる。その他の国内消費
（食品・種子・工業用）は26.8%を占める。強
調したいのは、その他の国内消費のうち、近
年、燃料エタノール生産用のコーン消費が急
増していることである。05年に同14.2%の
4000万㌧が消費され、01年から年間平均約
30%の伸びとなっている。2015年にエタノー
ル生産用のコーン消費は１億㌧にもなると米
国の有力コンサルティング会社PRXが予測
しており、燃料資源としての役割も注目され
るようになっている。 （阮蔚・Ruan Wei）

コーンの生産、輸出と国内消費について
米国はいずれも世界のトップを占めている。
これもあって、穀物においては米国は絶対
的優位を保っている。
①生産：米国農務省（USDA）によると、

04年に米国のコーンの生産量は史上最高の
約３億㌧に達した。これは世界総生産量の
42.3%、米国３大穀物（トウモロコシ、小麦、
大豆）総生産量の67.5%に当たる。約10年前
まで生産量はおおよそ２億㌧台であったこ
と、同時期に収穫面積は12.9%しか増えてい
ないことから単収の増加が大きな要因であ
る。
04年の㌶あたりのコーンの収量は10㌧と

世界平均の２倍、米国を除く世界平均の2.8
倍もある。こうした高い単収が達成できた
のは、広大で肥沃な中部地域は気候風土上、
最もコーンの生産に適し、また、近年GMO
を含めた高収量品種の導入が広がったため
である。中部地域にあるアイオワ、イリノ
イ、ネブラスカ、ミネソタ、インディアナ
というトップ５の州で、コーン総生産量の
65.2%を占めている。
②輸出：世界の輸出量に占める米国のシ

ェアは、80年代後半から90年代半ばまで91
～93年を除いておおよそ80%以上と完全に独
占的であった。その後シェアが低下してき
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